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研究成果の概要（和文）：三次元印刷法で形成した細胞に害がない、立体性の基板を形成した。その基板に生体
適合性無電解金めっき浴を用いた金薄膜を形成した。その基板に細胞シートを形成した後、電解剥離を行った。
剥離した細胞シートを生体に転移できることを示した。当技術が関連している医療分野に適応可能であることを
示した。特に手術後に細胞シートが治療法として期待されている。又は体内の立体形状の棒状部分を三次元でバ
イオした細胞シートでの移植が期待されている。

研究成果の概要（英文）：On a 3 dimensional shaped substrate, a non-cytotoxic film was deposited from
 a bio-compatible electroless gold plating bath. Cell sheets were grown on the substrates then 
electrolytically transferred to a living system. This illustrated the application to related medical
 fields.

研究分野： 表面工学、金化学

キーワード： 無電解金めっき　生体適合性　細胞シート形成　細胞シート転写

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では生体適合性無電解金めっきの開発を行った。樹脂製の基板を3Dプリンターによって作製し、金めっき
を施したのち、表面に細胞を培養し細胞シートを形成した。細胞シートは電解剥離することができ、生体内に移
植可能であることを示した。
生体適合性のある金めっき法を確立し、複雑な形状をした様々な基板材料に金めっきを形成することで、生体適
合性無電解金めっきの可能性を示した。さらに、この方法を用いた細胞シートの作製により、医療分野への貢献
が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
生体適合性金属は、チタン、ニオブ、タンタル、白金、金、等に限られる。電子デバイスの製造
技術が進み、IoT の革命で医療分野にも様々な生体デバイスの開発が可能になり、生体に無毒材
料の必要性が生じている。しかし、ノーシアン金の金メッキ浴を使用したとしても、添加剤とし
て有毒の金属が微量に含まれるため、細胞が死亡するおそれがある。、リスクを低減するために、
無害な製造工程が好ましい。本研究は生体適合性無電解金めっき浴の開発を目指す。（図 1） 
 

図１ 
２．研究の目的 
体内向けデバイスに使われる導電体金薄膜及び配線を形成可能な生体適合性無電解金めっきの
実施。(図 2) 

図 2 
３．研究の方法 
チオプロニンは医療薬品として使われている、また様々な薬の無害チオヘテロ環置換基がある。
一般的にチオール金錯体が重合体である。めっき浴にその重合体である場合、電位が高く、析出
は困難である。そこで電位が低いモノマーチオプロニン－金－ヘテロ環チオールを用いる。この
錯体は細胞〜体までの害が低い、更にめっき浴の建浴剤もクエン酸、リン酸、ニコチン酸（ヴィ
タミン B 類）から構成された。 
 
 



４．研究成果 
ノーシアン金より安定な無電化金浴ができた。三次元印刷を用いて形成した樹脂製ウサギ等基
板に開発浴を使用して金被めっきを形成し、細胞シートを栽培した。電気剥離で３次元の細胞シ
ートを剥離して転移できることを示した。（図３） 
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